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現行の基幹系社内システムである
Infogridサービス開始から約 14年。
デジタル化の進展による急速な事業
環境の変化に加え、昨今のコロナ禍
を背景とした New Normalな働き方
への変革が叫ばれる中、営業やシス
テム開発の現場では顧客価値の創出
に向けて更なるビジネスアジリティ
の向上が求められています。当社の
事業を支える社内システムでも新た
なビジネスモデルへの適合や各種法
制度改正等への柔軟かつスピーディ
な対応が不可避となっており、業務

プロセスの更なる柔軟性追求と業務
迅速化に向けた業務領域横断でのオ
ペレーションの分断や重複の解消が
急務となっています。同時に現行の
基幹系社内システムの多くが自前の
スクラッチ開発であり、増加傾向に
ある IT維持費の低減と将来の戦略
的 IT投資力の確保に向けた全体最
適視点でのアーキテクチャの見直し
が必須となっています。
こうした課題に対応するため、業
務と IT両輪での抜本的改革を実現す
べく中期経営計画の柱の一つである
「グローバル全社員の力を高めた組織
力の最大化」を体現する施策の一環
として「プロジェクト GAIA」の立

ち上げに至りました。（図１参照）
プロジェクト GAIAは、各業務ア
プリケーションや IT基盤における
「標準サービスの活用（SAP等）」と、
「業務プロセスの標準サービスへの
Fitting（Fit to Standard）」を大方針と
して掲げ、作り込みを極小化して開
発コストを低減するだけでなく、度
重なる法制度改正対応を標準サービ
ス側で早期に吸収することで IT維
持費の低減を狙います。また、業務
領域横断の視点から業務プロセスの
最適化を図り、アプリケーション間
のシームレスな機能連携とデータ統
合によるプロジェクトライフサイク
ルでの「シングルインプット&マル
チユース」を基本思想とした業務迅

10 数年ぶりに国内グループを対象とした基幹系社内システムを刷新する「プロジェクトGAIA」が本格的に始動。業務領
域横断的な視点から抜本的な業務改革を実施すると共に、従前の IT 自前主義から脱却し、グローバル標準の先進的なク
ラウドサービスの活用を前提とした超大規模システム刷新への挑戦を紹介します。
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・ ITアーキテクチャー老朽化(2006年更改) ＆ 
混在化のため、IT維持費の高止まりや
ユーザビリティ低下を招いている

・業務システム単位にデータがサイロ化して
おり、情報へのアクセシビリティが低く、
業務横断での情報活用を阻害している

密接な相関関係

図１　現状の問題点とGAIA の基本コンセプト
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速化や高度化の実現を目指します。

プロジェクト GAIAは主に以下の
業務領域（業務システム）をスコー
プとし、段階的な構築を行います。
　
会計領域
（案件管理、事業計画管理、管理会計、
決裁ワークフロー）
・SAP S/4 HANA及び ServiceNow

をベースに 2020年 4月よりシス
テム要件定義に着手し、約 3年
後のサービス開始を目指す。

人事領域
・2020年 4月より基本構想立案に
着手。

プロジェクト体制については各業
務領域の制度主管をコーポレートの
各スタッフ組織、システム開発主管
を技術革新統括本部 ITマネジメン
ト室がそれぞれ担い、プロジェクト
GAIAの最重要課題である業務領域
横断視点でのプロセス最適化と IT投
資の ROI創出を実現すべく戦略統括
本部内に推進組織としてビジネス・
トランスフォーメーション推進部を
新設し全体 PMを配置しました。「業
務、IT、行動、意識を変え、顧客価
値の創出と社員の幸せを実現する」
をプロジェクトメンバーの共通の価
値観として掲げ、業務改革とシステ
ム開発の QCD管理の両面からプロ
ジェクト全体を統括し、全社一丸と
なった取り組みを進めています。

プル化し、プロジェクト責任者によ
る意思決定の迅速化を図ります（先
行 BPRとして実施済み）。
第二にプロジェクトの「①マネジ
メントプロセス」におけるプロジェ
クト責任者による決裁承認後の「②
事務処理プロセス」を自動化します。
例えば現行システムにおいては、お
客様との契約締結時に決裁システム
にて稟議・承認を行った後、別の業
務システムでの受注実績登録が必要
となりますが、決裁システムの契約
金額に基づいて受注計上処理を自動
化します。同様に経費精算について
も決裁システムの承認内容に基づい
て会計伝票の自動作成を可能とする
ことで事務処理上の不正行為や人為
的ミスを排除し、副次的に内部統制
の強化に繋げます。
第三に現場プロジェクトの「①マ
ネジメントプロセス」におけるプロ
ジェクト責任者による決裁承認額
（売上 /利益）を組織単位で自動集
計し、AIを活用した着地予測シミュ
レーションを行うことで「③事業計
画管理プロセス」における着地報告
業務を半自動化すると同時に、上位
への報告バイアスを排除して着地精
度向上を図ります。

　

社内の業務プロセス全体を俯瞰す
るとプロジェクト毎の「①マネジメ
ントプロセス（投資判断、プロジェ
クト利益管理）」および「②事務処理
プロセス（受注計上、経費精算等）」と、
その上位プロセスに位置付けられ、
プロジェクトの集合体である組織単
位の「③事業計画管理プロセス」の
３つから構成されています。GAIA

における業務改革（領域横断 BPR）
の主眼はこの３つのプロセスを有機
的に連携させることにあり、事務処
理業務（バックオフィス）や上位組
織への事業計画報告業務（ミドルオ
フィス）の負担感から解放され、お
客様への提案やシステム開発等の本
業への集中が可能となります。さら
に、経営やマネジメント層はプロ
ジェクト現場の実態に基づいたデー
タドリブンでの高度な経営判断が可
能となり、グループ全体での経営の
スピード化が図られます（図２参照）。
具体的には第一にプロジェクトの

「①マネジメントプロセス」におい
て、プロジェクト特性やリスクに応
じて意思決定（決裁）ルールをシン

後続事務処理の自動化
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図２　次期業務プロセスの全体俯瞰図

全社的プロジェクト推進体制の
確立

本業への集中とスピード＆
スマート経営の実現
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現行システム同様、今回刷新する
システムも今後 10年以上の長期に
わたり利用されることが想定されて
おり、事業環境変化や新たな技術ト
レンドの台頭に柔軟かつ迅速に対応
可能な ITアーキテクチャが求めら
れます。これを具現化する GAIAの
基本方針として、会計処理等の業務
処理ロジックを装備するバックエン
ドから現場や経営層等のユーザが直
接オペレーション（システム操作）
を行うフロントを切り出したアーキ
テクチャを採用し、高い柔軟性と拡
張性を確保します（図３参照）。
バックエンドでは ERP等の標準

機能を積極的に活用することで法制
度改正対応時の開発コスト低減と迅
速化のメリットを享受しつつ、個別
要件はマイクロサービス・アーキテ
クチャを採用して実装することによ
り、コア処理の影響を最小限に留め
ます。また、これにより新たな技術
トレンドの先進的な標準サービスが
将来的に台頭してきたとしても容易
に切替えることが可能となります。
一方、フロントにおいては次世代

タドリブン経営の実現を支える礎を
築きます。

ここまで本プロジェクトの背景や
コンセプトに始まり、業務と IT両
面でのアプローチについて述べて来
ましたが、最後にもう一つの重要な
GAIAのミッションについて触れな
ければなりません。そのミッション
とは、10数年に 1度の超大規模な
システム刷新であり、業務と ITの
両面から積極果敢なチャレンジの伴
う本プロジェクトの営みを通して
NTTデータグループのデジタルケ
イパビリティ向上に大きく貢献する
ことです。具体的な取り組みの方向
性を以下に３つ挙げます。
① 先進的なテクノロジの活用によ
るノウハウの蓄積と標準化を図
り、グローバルオファリングを創
出する。
② 国内グループ会社が戦略的に参
画した開発体制を構築し、プロジ
ェクトを通して多数のデジタル人
財を育成・輩出する。
③ リモートワーク中心の開発様式
を確立し、標準サービスを活用し
たプロジェクト管理を自ら実践、
発展させることで新たなワークス
タイルや開発メソドロジを社内に
提唱する。
中期経営計画の柱であるデジタル
ビジネス創出や組織力強化も視野に
入れながらプロジェクト GAIAを成
功に導き、Global 3rd Stageを睨んだ
経営基盤の確立を主導していきます。

開発標準である Low-Code Platform

としてグローバルでリーダーポジ
ションにある ServiceNowを採用し、
アジャイル技法を取り入れた低コス
ト・高品質開発の実現によって将来
の仕様変更や機能追加への迅速な対
応を可能とします。また、現行シス
テムにおけるユーザビリティ低下の
一因である業務システム毎に異なる
フロントを横断的に統合した上で、
デザイン思考を取り入れたユーザ・
エクスペリエンスの高度化を実現す
ることにより、業務の流れと連動し
た直感的な操作習熟が可能なマルチ
デバイス対応の一貫した UIを提供
します。加えて機能面では現行シス
テムにおいて各業務システムに散在
している申請 /審査 /承認の稟議
ワークフローも ServiceNow上で 1
本化します。
プロジェクト GAIAの IT基盤全
体を総括するとフロントの SaaS

（ServiceNow）、バックエンドのプ
ライベートクラウド、データ分析へ
パブリッククラウド上にアプリケー
ションを最適配置するハイブリッド
クラウド環境の構築・運用にチャレ
ンジし、クラウド間のシームレスな
データ連携により業務迅速化とデー

変化に対する高い柔軟性と拡張性を確保する為にバックエンドからフロントを
切り出したアーキテクチャを採用

業務の流れとUIが連動し、操作マニュアルは不要、直感的に習熟可能となる
⇒デザイン思考によるUX高度化 
事業環境変化に対して長期的・継続的かつ迅速にユーザへ機能提供が可能となる
⇒アジャイル開発による開発 
⇒Low-Code Platformの採用  
(作り込みを極小化し高品質な開発が可能)

マルチデバイス対応かつ、統一されたUI（社員の労働生産性向上に寄与）
⇒レスポンシブデザイン可能な製品を選定 

フロント

法制度対応、機能強化等をサーバ側で自動更新等で最大活用する
⇒標準サービスの活用
個別要件の実現は「外付け」で実施し、コア処理の影響を最小限にする
技術トレンドに即応した先進技術への載せ替えが可能となる
⇒マイクロサービス・アーキテクチャの採用 
会議体の添付ファイルなど非構造化データの活用により、これまでに出来なかった
深いデータ分析が可能となる
事業環境変化に応じた、柔軟な分析軸の追加・変更することにより
インサイトの創出、戦略策定の精度向上につなげることができる
⇒データマートと統合マスタ管理によるデータ活用基盤の構築 
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標準
サービス

標準
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現場
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…
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次期基幹系システム 採用する手法・アーキテクチャ

図３　次期 IT アーキテクチャの基本的な考え方

次世代 IT アーキテクチャの
採用

GAIAを通した新たなデジタル
ケイパビリティの獲得


